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77年 

新サイエンスへの飛翔 
法人化への最終段階 

沿革史 

京都大学化学研究所 

TAKANO, Mikio

の
あ
ゆ
み 

化学
研究
所官
制が
公布
され
る 

「化
学に
関す
る特
殊事
項の
学理
およ
び 

その
応用
の研
究」
を開
始 

 
●1
929
　大
阪府
高槻
市に
研究
所本
館が
竣工
 

化学
研究
所が
京都
大学
に附
置さ
れ、
 

京都
大学
化学
研究
所と
呼称
され
る 

湯川
秀樹
教授
にノ
ーベ
ル物
理学
賞が
授与
され
る 

 

京都
市よ
り旧
蹴上
発電
所建
物を
貸与
され
、 

サイ
クロ
トロ
ンの
再建
準備
調査
に入
る 

研究
所が
部門
制に
より
19研
究部
門と
なる
 

京都
市左
京区
粟田
口鳥
居町
（蹴
上地
区）
に 

原子
核科
学研
究施
設の
設置
 

 
●1
968
　超
高圧
電子
顕微
鏡室
が 

　　
　　
 宇治

市五
ケ庄
に設
置 

 　　
　　
化学
研究
所が
宇治
市五
ケ庄
に統
合移
転 

 

●1
939
　サ
ヴィ
オー
ル（
サル
バル
サン
） 

　 　
　　
製造
研究
室が
竣工
 

●1
942
　羊
毛様
合成
1号（
ビニ
ロン
） 

　　
　　
 製造

工場
計画
書が
作成
され
る 

羊毛様合成1号製造工場計画書 
（1942） 

サルバルサン 
製造予算要求原書 
（1915） 化学研究所本館（高槻）正面（1929） 

●1
964
 　 

●1
952
　 

●1
949
　 

●1
926
　 

●1
962
　文
部省
通達
によ
り大
学院
学生
の 

　　
　　
 受入
れが
制度
化さ
れる
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HO As

HCI・H2N

OHAs

NH2・HCI

●1
975
　微
生物
培養
実験
室の
設置
 

　　
　 　

中央
電子
計算
機室
の設
置 

 
 
 

●1
971
　極
低温
物性
化学
実験
室の
設置
 

●2
003
　元
素科
学国
際研
究セ
ンタ
ーの
 

　　
　　
 設置

 

●2
001
　バ
イオ
イン
フォ
マテ
ィク
スセ
ンタ
ーの
設置
 

　　
　　
 学術

創成
研究
プロ
グラ
ム 

　　
　　
 「全
国5
研究
所ネ
ットワ
ーク
研究
」に
参画
 

●2
000
　中
核的
研究
拠点
（C
OE
）形
成プ
ログ
ラム
 

　　
　　
 「京
都大
学元
素科
学研
究拠
点」
の中
核と
なる
 

 
 

●1
999
　共
同研
究棟
が竣
工 

●1
992
　ス
ーパ
ーコ
ンピ
ュー
ター
・ラ
ボラト
リー
の設
置 

　　
　 　

9研
究大
部門
、2附
属施
設に
改組
 

 
 

●1
989
　電
子線
分光
型超
高分
解能
電子
顕微
鏡の
設置
 

 
 

●1
988
　原
子核
科学
研究
施設
が宇
治市
五ケ
庄に
移転
 

 
 

●1
981
　核
酸情
報解
析施
設の
設置
 

 
 

化学研究所本館（1968） 
  講演会ポスター 
（1946） 

人生劇場の幕間から 
名誉教授　　左右田 健次 SODA, Kenji

●2
002
　2
1世
紀�

��
プロ
グラ
ム 

　　
　　
 「京
都大
学化
学連
携研
究教
育拠
点」
に参
画 

文科
省「
ナノ
テク
ノロ
ジー
総合
支援
プロ
ジェ
クト
」に
参画
 



3 OBAKU



4OBAKU



5 OBAKU



6OBAKU



7 OBAKU

極低温物性化学実験室 　技官 

　化学研究所・極低温物性化

学実験室では、液化能力60リット

ル/時のヘリウム液化設備を中心

にヘリウムガス回収貯蔵設備、

液体窒素供給設備を備え、宇治

地区の液体ヘリウムと液体窒素

（以下寒剤という）の供給業務を

行っております。平成１４年度から

は組織が変わり、寒剤供給業務

の運営は低温物質科学研究セ

ンターが行うことになりました。 

　ヘリウムガスは貴重な資源であ

り、液体ヘリウムとして研究に利

用され蒸発したガスは、回収配管

を通じて回収し、精製、再液化す

ることでリサイクルを行っています。 

　寒剤供給の設備は高圧ガス

保安法の適用を受けており、同

法に添った運転維持管理を行う

とともに、寒剤利用者の方々にも

講習会を通じて同法と寒剤の安

全な利用方法を説明しています。 

　寒剤は現在９部局59研究室（化

研は29のうち26の研究部門）と

多くの研究室に利用されており、

年間の供給量は液体ヘリウム約

2万6千リットル（これは京都大学

吉田キャンパスの約1/4、広島大

学に近い供給量となっています）、

液体窒素約8万5千リットルとなっ

ています。このように寒剤は水道

や電気と同様に研究者にとって

必要不可欠な、研究者のライフ

ラインと言える存在となっており、

設備の整備等を含め安定供給

の維持のために日々業務を行っ

ています。 

　当設備の最大の特徴（独自

技術）は、従来の10倍近い10リッ

トル/分の液体ヘリウムの移送速

度で差圧方式としては常識を覆

す驚異的な速度が実現されてい

ます。この技術は、技術研究会で

全国の技官（低温技術者）との

技術情報の交流、研鑽を行うとと

もに、日常業務で工夫したノウハ

ウを蓄積し生み出した成果の一

つです。この技術は、京都大学・

吉田キャンパスと大阪大学・豊

中キャンパスの新ヘリウム液化

設備に利用されて成果を上げて

います。これらのノウハウの実現

には化研工作室の協力が不可

欠でした。 

　今後も研究者のライフラインと

も言える寒剤の安定供給を通じ

て研究支援業務を行ってまいり

ます。 

 

 

無事故第一。作業中も耳を澄まし、 
ものが落ちる音が聞こえても飛んでいきます 

いかに早く高精度の分析データを 
研究者にバックするかがポイント。 
もちろん正確さも重要です 

化学研究所には研究者を支える技官たちがいる。 
専門の知識と高い技術力をもったこの人たちの存在なくして、科学者の研究は成立しない。 
今号では、極低温物性化学実験室に勤務し、研究者ライフラインの守護神ともいえる楠田敏之技官と 
研究者ニーズに、より一層対応していきたいと立志する元素分析室勤務の平野敏子技官を紹介する。 

楠田 敏之 

元素分析室　技官 

平野 敏子 

技官×科学者=研究現場最前線 
研究支援の現場から 

1

液体ヘリウムを小口容

器へ供給する楠田技官。 

極低温物性化学実験室

には、30年近く勤務す

る楠田技官のアイディ

アと技術があらゆる場

所に生かされている。 

3月末に導入されたばかりの「JSL Micro 

Corder JM10」を使って分析する平野技

官。元素分析室では4分おきに試料調整時

間を警告する時計音が鳴り響く。 

　化学研究所元素分析室は、

有機化合物の構成元素C,H,N, 

Oについて化合物中の重量比

で定量する有機微量分析（元素

分析）を所内研究者の依頼を受

けて行っています。 

　元素分析は、化合物の構造を

決定し純度を確認するために必

要不可欠な方法で、数多くの研

究者から年間約1,000件の依

頼があります。最新の元素分析

装置は、0.1μg精度で秤量可能

なウルトラミクロ電子天秤とオン

ライン化してコンピューターによる

自動化が一段と進み、作業の省

力化が図られています。 

　しかし、様々な分野の研究が

進められている化学研究所では、

有機金属化合物、有機ケイ素化

合物、生体反応化合物、複雑構

造の合成ポリマーなど依頼試料

の種類が多岐にわたり、難燃性、

吸湿性、嫌気性など特異的性質

を持つものも多く、各々の試料の

特性に応じた適切な条件で分析

しなければ正確な結果は得られな

いのが実情です。しかも、その正

確さと精度を保つためには、分析

室内環境の整備や装置の維持

管理に細心の注意

を払わなければなり

ません。研究所の

発展とともに依頼

試料の種類も数も

変化し、その取り扱

いに腐心しながら一

人で元素分析に携わってきまし

たが、日本分析化学会有機微量

分析研究懇談会や分析ミニサロ

ンなどの討論会に積極的に参加

して他機関の分析従事者と情報

交換を行うことにより、今まで正

確な分析が困難だったフッ素含

有化合物やケイ素高含有化合

物のCHN分析を実現することが

できました。現在は4元素の分析

が可能ですが、将来はハロゲン

やイオウなどヘテロ元素分析も

検討したいと考えています。苦労

して合成された試料の分析結果

が理論値とピッタリ一致した時の

依頼者の笑顔が、仕事の悦びに

つながります。 

　今後も、依頼者とのコミュニケー

ションを密にして、依頼者の目的

に即した正確で精度の高いデー

タを提供できるよう努力していき

たいと思いますので、皆様のご指導、

ご協力をよろしくお願いいたします。 
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